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Abstract

1n view of thevitalyimportant role whichthe governor has

operationofa hydraulicturbineandageneratorunit,itsfunction

be steadyand accuratein everyrespect･

Faultsofgovernorsgenerallyencountered withare;-

1)JumpingofthecontroIvalve

2)Racingphenomena

3)Hu!1tingphenomena

4)Vibrationofthespeeder

5)DisordersintheworkingofthecontroIvalve

6)Disordersintheworkingofthereturnmechanism

to playin the

is required to

7)Failureinthegoverningfunction

Inordertoremedyanyofthesefaults,thecauseshavetob巳investigatedprior

toinspectionandrepair･GenerallytheCauses aremultiple,SOtheinvestigations

should be made one by one･

Sometroublesareattributabletotheconstructionofthegovernor･Itis,there･

fore,importantin themanufactureofgovernors to apply precise processing as

wellasusingselectedmaterialsofhigh-strengthorwear-reSistingcharacterasthe

｡aSemightrequlre,ifthegovernoristo
beusedfora･long yearperiod without

any deterioratio!linitsperformance･

[Ⅰ]緒 盲

原動機の逆臣を自動制御するのが 逮機である以上調

連騰ほ其の目的を達する様に､負荷の欒動による連匿の

欒化に封して錬敏に動作Lて其の達匿を椎茸に一定の範

圏内に制御する必要がある0最近の調達磯はこれに加え

て起動装置や負荷制限装置其の他諸保護装置等を
僻し

ているので段々複殊になって釆たことゝ､開放型より密

閉型に移りつゝあることが取扱う老に何となく手を下し

贅臥､と云う様な間念を植えつける様である0従って保守

に常る人は調速機の作用と機構を充分に

☆ 日立製作所日立工場

知する必要が

あり､又故障を生じた場合にほ原因が何庭にあるかを一

つ一つ追求して十分に調査検討をなす様にしなければな

らない｡調速機は言わば原動機の生命とも言うべきもの

であるから其の動作は鋭敏にして而も絶対確空でなけれ

ばならぬ｡

戴に水草調速機に関する事故の種類と其の

て述べることゝする｡

[Ⅱ]事故の種輝と封策

に就い

1.配匪弁のジャンビング

調速機の配匪弁のパイロッl㌧バルブが振動的に上下動

する場合をジャンピ∴/グと言いこれが微動的で振幅の



538 昭和26年8月 日 立

小さい時にはパイロットバルブ又はメーンバルブの動き

だけに止まるが､これが大きくなると配匿弁のラップを

切ってサーボモータまで動く様になる｡ジャンビングも

パイロットバルブが僅かに動いている程度ならば何等差

支えなく､寧ろ放り静止し過ぎるよりは微動している方

が摺動面が固滑になって良い位である｡然しこれが大き

くなってサーボモータまでが､刻動する様になると､大

きな油匿力によってガイドべ-ン操作機構上に激動を輿

えて､サーボモータからガイドベーソに至る問のピソ顆

を損耗せしめたり､水墜上昇を生ぜしめるとか､贋油を

消費せしめて匿油槽の油匪が保持出来ないとか､油遥を

上昇せしめて排油漏油を益々増大せしめる等の非常な危

険状態を惹起することゝなる｡筒叉この様な調速機では

同期並タJIの操作もむづかLく､蓮輪中の顎電機出力も不

安定である｡

ジャンビングの原因を挙げると次の様である｡

ジャンビングの原因

(a)ベルトプーリーの振れ(偏心)

(b)〝 〝 の軸の曲り

(c)スピーダー軸のスラス1､メタルの不良

(d)ベルトが重すぎて振動するもの

第1固(右)日立開放型♯30硬調速磯組立図

Fig･1(Rigth)CrossSection ofHitachi

Non-Enclosed TypeGovernor No.30.

評 論 第33奄 第7芸虎

第2固 日立密閉型#60鍍調速機組立固 Fig･2 AssemblyDrawingofHitachiEnclosedTypeGovernorNo.60.



(e)歯車の噛含不良

(歯の嘗りが一様であれば少々

差支えない)

(f)スピーダーの振れ

ジャンピソグの原因く ま大鰹以上の末

追機の事故と その封策

耗していても

なものであるが､

ジャンビングを止めるにほこれ等の原因を無くすること

が先決であるがヽそれでも倍完全でない場合には第3囲

の如くスピーダー軸をスプリングカップリング式とする

ことによって､例えばベル1､叉ほ歯革等から来る僅かな

ショックほ完全に除去することが出来る｡最近教カ所の

草 所に於て第3園の方式を蜜施の結果は放る好調にな

った｡
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節3固 ジャ ン ビ ン グ防止装置

Fig.3 A Device to PreventJumping,

2.レ←シソグ現象

レrう∵/グとほサーボモrタが或る範囲を動揺的に開

又は閉方向に往復動する場合を言い､この往復動の周期

は数秒毎に動くもの､或いは数分毎に動くもの等種々の

現象があるが､例えば水葦顎電機を並列に入れる場合に

不具合な調速槻では水草の同轄が落付かずガイドべ-ソ

が開いたり閉ったりしている｡これを更に仔細に見ると

裁定同輯より相雷上ってからガイドベーソを閉じ､而も

ガイドべ-ソほ像定位置よりも閉じすぎるため同轄は窺

5.39

窯値よりも下ってしまい､次にはガイべ-ドンが開き過

ぎまた閉じ過ぎてこれを繰り返えす0この様な現象をレ

【う∵/グと言っている｡この原因は

b.

e.

g･

配墜弁(パイロッ1､バルブ又はメーシバルプ)の

コジレ叉ほ吸着きのある場合

配匿弁のラップ過大の場合

サーボモータビス1､ソにコジレのある場合

スピーダーの感匿不良

スピ【ダ⊥から配匪弁､サーボモータ及び復原機

間のピソヽキュ及び技手等に弛みやコジレのあ

る場合

ダッシュポットタイムの不良及びダッシュポット

の摺り合せ不良

ダッシュポットの針弁の位置不良

等が挙げられる｡

aは配匪弁のパイワッ1､バルブ又はメーシバルブは工

作上は眞凰の筈であるが賓際上では幾分偏心Lていたり

マクレがあったり或いは僅か曲ったりしていることが大

きく影響して､無匪の状態でほパイロブ1､バルブは指先

で軽く動く程度の摺り合せになっていても泊障を通じる

と非常に重くなることがある｡この不平衡カはスプリン

グバランスによって上下動に要する力を計ればこの差が

ゎかるが意外に大きい場合がある｡若し宜測の結果配魔

弁に原因があったならばそれ等を充分に修理する必要が

ある｡

bほパイロットバルブのラップ寸法が大きかったり､

逆にマイナス寸法が大きかったりすると､同韓の欒化に

ょってスピーダーが動き､配匿弁が僅か動いてもサーボ

モ_タが動作するに至らない｡これには各社に放て蕾め

たラップ寸法に加工する必要があるo

cはサーボモータのピストンには一般にバッキソグを

使用せず､シ1仁/ダーとビストソとは摺り合せによって

匪泊が殆んど れない様にするのが普通であるから工作

も厳密を要する｡従て何れかゞ眞囲でなかったりキズが

あるとか､シリソダーカバrを片締めしてピストンロッ

ドヤクロスヘッドが片雷りしている場合等があるからこ

れ等の原因を除く必要があるo

dは水草の同韓の欒化に対してスピーダ←或いほスラ

ィデソグスリーブが鋭敏に動作しない場合であって､こ

の原因となるものほヽスピーダ⊥スプリソグの性能不良

(特性が攣った場合)､スプリングが側壁に嘗って有効に

スプリングの役をなさない時､ナイフエッヂ又はピソ猥

の臍耗及びスライデソグスリーブが損耗したこと等によ

り同轄の 化が完全に配医科こ俸わらない場合があるの

でこれ等を直す必要がある｡

eは永年使用中に機構中の虞々に弛みを生じたり､ジ
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ヤシビングが甚だい､焉めにピソ類が磨耗した

り弛みを生じたり､特にレバーのキーの弛みヤ

復原機構中の技手の弛み等仔細に ベると教カ

折あることがあり､これ等が重なって柑雷影響

するのである｡

fのダッシュポッ1､タイムは小型のもので約

15秒､大容量のもので30秒位とすべきであ

るが､その理由を第4国について説明すると､

負荷 断の場合には水事の同積数が上り､それ

によってガイドべ-ソが閉じるが一旦上昇した

同韓が歳窟同韓までに戻るには､水車箋 機の

有する慣性能率によって多少の相違はあるが､

lT

負
荷

･

一

回
転
教

ガ
イ
ド
ぺ
-
ン
開
展

第7競

l ll
川

T秒

無負荷運転の
回転数変化

無負荷運転の関反
t>

第4固 負荷遮断時の速度攣化曲線

Fig･4 Speed Variation Curve at

Load Rejection.

第5国 訴速磯､復原機構骨子固

Fig･5 Schematic Drawing of

Governor Return Mechanism.

節6固

Fig.6

全負荷

密閉型調速機の復原機構動作説明囲

Function of Return Mechanism of

Enclosed Type Governor.

よに∴‥場の断 15～30杉を要するのが普通であ

る｡即ちダッシュポットタイムはこの同韓復啓時間と路

一致せしむべきである｡筒第5園について補足すると負

荷運韓申はレバー関係がA-B-Cの位置にあったものが

負荷 軌こよって同轄が上昇しレバーはAl-B-Clとな

り､ためにガイドべ-ソが閉じて復原機構iこよってレバ

ーはAl-Bl-Cに戻る｡これが第4固の王iの状態であ

る0次に第4圃の同韓教曲線の様に約15～30秒後にiii

の状態即ち親安岡轄近くに戻るので､弟5圏スライデソ

グスリーブAlはその時問後にAの近くA2に戻るの

であり､ダッシュポットほ丁度その時問にBlからBの

近くB2に戻れば良いのである｡この時BlがB2に戻

る時間が早退ぎるとAlが未だA2に戻る前にBlがB2

に戻って結うために､配匿弁は一旦Cに戻ってサーボ

モーターが閉位置で一時止ったものが､更に必要以上に

閉じるためにAlがA2に戻った執こほガイドべ-ソが

閉じ過ぎて同轄が下り､焉めに次にはガイドべ-ソを開

きそれも開き過ぎる傾向となり､この現象が擬し､てレー

シングを起すのである｡

弟6圏日立密閉型 邁機のスピーダーの様にスピーダ

ーの下部にダッシュポットのある式のものは第4圃iの

状態ではi/囲の案 にスプリングが平均した位置にあり､

iiの状態では同韓が上っているのでii/囲の如くスピー

ダーが閉し､て上スプリソグを医術した形となる｡この時

ガイドべ-ソが閉鎖して復原機構-こよってダッシンポッ

1､を押上げスピーダーも共に正常同璃の位置まで戻され

るが､この時は上スプリングが匪縮されたまゝでスピー

ダーの位置が矯正されているので､第4産Iiiiの状態即

ち兢宕同特に復した時にはiii/囲の状態に復することに

なるべきで､ダッシュポットタイムは前記と同様にこの
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な棍接で定めるべきである｡

賓際運輯上ダッシュポットタイムが10秒以-｢の短か

い場合にはレーンソグを起し易く､長い時には規定｢司特

に落着くまでの時間が長引くがレーシングを起さない仁一

所謂ゲバrニシグタイムが長くなる∴家電明によってほ

ダッシュポットを数年問分解手入れをしない様な所もあ

るが､この様な場合ダッシュポットに泊が僅かしか入つ

ていなかったり､叉油辞やゴミのため時間が不調のもの

や､ダッシュポットピストンが片普りしているものを見

受けるが､ダッシュポット内は清掃して常に油が充満し

ていることが必要である｡筒泊ほ何時でも寂替え得る同

質の綺麗なものを用いることゝし､撞々な油を混合しな

い方が良い｡特殊のものを使うまでもなくターピソ油そ

支えない｡

gはダッシュポットの

故 と そ の封策

間の調整に･は第7国の如き閑⊥

放塾調速機の場合にほ､ダッシュポッ1､ピストンの孔径

を加減することになるので､分解の上加工せねばならな

節7固

Fig.7

＼

い
ク

開放型調速機用二審復原健棒組立間

Section Through Double Return

Mechanism of Non-Enclosed

Type Governor.

541

節8固 密閉型調速機用ダッシュポット

Fig.8 Dash Potof Enclosed Type Governor･

いが第8圏の如き密閉型調速機の場合にほ 0･6-1･6¢

孔が数個あり運輪中でも問質に調整し得る構造となって

いる｡

第7固に弄す開放型調速機のダッシュポッ1､孔と針弁

との関係位置は二重復原機構が中正位置に戻るまでは針

弁の突端がダッシュポット孔を開いており､丁匿中正位

置に戻った時にダッシュポット孔を針升の先で塞ぐこと

iこするので､その関係が悪くて中途で孔を塞いだり中正

位置に戻っても孔を塞がない様な場合にほ､針弁の頭部

にあるスl-ツパーの位置を加減する必要がある｡即ち復

原動作が完了Lた場合にはgは0･1～0･2粍程度とすべ

きである｡

又水位調整機を使用せる場合に眞ミレーシソグして困

ることがあるが､この原因は水位調整魔の不具合即ち水

位の変化に封する

めの

動不良､機構中の摩擦やゆるみの焉

動不良､ダッシュポットの不良等によるものであ

るが､情調速磯配陸井の動作不良に因る場合がある｡

3.ハンチング硯象

ノ､シチノグと言う言葉は従来レーシングと混用Lたり

栢モ曖昧な言い表わし刀であった様に思われるL､叉正

確な窟義もなかった様であるが､言葉の使い分けから考

えてこれをほつきり区別するとすれば- レーシングはサ

rポモータが 坦に朽ミ定期的に往復動する場合を言い

これに封してハンチングはサrボモrダーがもつと敏活

に往復動する場合を言う｡叉その周期ほ不規則な場合も
ヰ･ Y

配墜弁のジャンピソグが甚だい､場割こは､それに連
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れてサーボモータが急激な往復動を起す様な時とか､迭

電系統の動括のた捌こ～が激しく欒化してサーボモータ

が開閉動作をなす時､或いは配贋弁やサーボモータに基

完が入ったた捌こサーボモーターが不親則な動きをなす

時等の様に､レーシングと較べて動作が敏活で不規則な

ものを僻している｡

従ってこの封策としてほジャンビングの原因を寂除く

こと､配堅弁にコジレのある場合にはそれを修理すると

か､配塵界やサーボモータ内の茎気を充分坂除く等の注

意が必要である｡叉サーボモータが激しく往復動するこ

とは異常な水陸上昇を起さしめ､或いはガイドべ-ソの

閉動作毎に制歴磯を聞方何に動作せしめるので､数同の

動作によって透いに制匿磯を全開せLめてしまい､更に

制墜磯が開くべき時には開く飴裕がなくなって甚だ危険

なことになる故充分留意する必要がある｡この様な動措

の激い､時には負荷制限装置によってガイドべ←∴ンの開

きを制限してしまうことも一方法である｡

4･スピーダーの振れ

第l園の如き開放型調速機に於てはスピーダーが相雷

振れているのを見受けることがあるが､其の原因ほ

a.

b.

フライボールのアンバランス又はその取付位置の

狂い(その狂いが非常に僅かでも大きな掘れとなる)

スピーダーシヤフ下の曲り

スピーダーのケースとシャフトとの垂直不良

軸受の磨耗

スピーダーシヤフトのスラスト軸受の不良

スピーダーシヤフトのカップリングのガタ

等が挙げられる｡これ等ほ何れも工場に於て充分試験を

して顎逢するので､若し異常が起きたとすれば

a･フライボールの坂付位置を合マークに合せて修正

すること

b･は蓮重殺の途中で曲げたとか或いは軸受の焼損によ

って曲げたこと等によるのでこれを修理すること｡

C･はスピーリれ一シャフトを再製する場合に特に注意

すべき事であるが､第3匝のスピーダーシヤフトとスピ

ーダーケースのY面との垂直皮が狂っていると､シャ

フトの同車割こ対して頭がま辰れるのは雷然でありシャフト

上部のテーパーの部分の作業･:まシャフトとケースを取付

けてY面が正確に垂直となることが必要である｡

d･e二f･は永年使用中に磨耗が甚だしくなり､スピー

ダーが軸受からオーバーハングして大きな重量を支えて

いるので､軸受も磨耗し易いし又振れも目立つのであ

る｡この様な場合軸受を再製することは勿論であり､ス

ラストメタルの摩耗又はカップリングの弛み等の場合に

ほ夫々取替え又は加工する必要がある｡運韓中に注意す

べきは軸受及びスライデソグスリーブには常時給油を怠

第33奄 第7既

らぬ様に僅かづゝでも絶えず給油すべきである｡給油方

法にほオイルカップの方法と匪泊を絞って滴下せしめる

方法とある｡

5.配墜弁

配匿弁の主なる故障又は事故としては

ラップの不良.過小又は過大

摺り合せ部が磨耗の 油過大となりたるもの

e.

a.

泊中にゴミやボロ混入等による動作不良

配匪牙が曲ったり､片常りしたり､キズ等のため

i･こ吸着をなしたり動作不囲滑のもの

ガイドべ-ソ閉鐸時間の調整用絞り装置の不良

等が挙げられる｡

はパイロットバルブとメrソバルブの南方にある

が､永年使用中に油中のゴミや砂等のた捌こ角が丸くな

って必要なラップ寸法が不足となったもの｡或いほ元々

ラップ過大なもの｡

b･は摺り合せ部が非常に磨耗して

のがある｡この

が大塩

油が相雷多いも

油の許容量は各社で裁定を作っている

油が線に達碩して流れない程度とすべきであり

油の多いものは丁度安全弁から匿油を吐出せしめると

同様に油温を上昇せしめ､益ミ 油量を増す結果となり

ひいては操作油を劣化せしめる｡又配匪弁から匿油を噴

出せしめておくことは匪油槽の駐独を徒らに滑賛して油

匪を低下せしめるので甚だ危険であり｡是非共加工する

必要がある｡

C･は渦中のゴミやボロ等のため配匿弁の役をなさな

くなり歴々にして大事故の原因となることがあるので､

常に油の清掃を行うと共に､配管の分解掃除の場合等に

注意を要する｡

d･は嘗然加エせねばならぬ｡前記にもある様にレー

シングの原因となる｡

e･のガイドべ-ソ開銀時間の絞り装置とLては

(イ)配匪牙の入口ストップバルブのリフト寸法でバ

ルブからの通過油量を決めるもの或いは調整板で

絞るもの

(ロ)メーンバルブのリフ1､によって油量を決めるも

の

(ハ)配医弁の入口で絞らずに排油側で絞り､押測に

ほ全油匿がかゝる様にしたもの

等があるが､(イ)は従来の開放型調速機用の構造であり

配匪弁入口のバルブの開きで通過油量が決められるので

若L誤って開き過ぎると開銀時間が非常に早くなって危

険であり､開きが足りないと逆に長くなる｡(ロ)はA政

調速磯の特徴て配匪弁がマイナスラップになっているの

配匿弁が中正位置i･こある場合には匪油は開閉両側に通じ

でており､配匿牙が僅かリフトすると一方へのみ通じる
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第9固 開｢放型調 磯用配歴弁

Fig.9 ControlValveof Non-Enclosed

TypeGovernor･

様になる｡又閉鎖時間は配陸井のワフ1､で調整L約2粍

軍産しか動かない｡従って逮度の欒化が僅かでリフ1､が

少ない場合にほ開閉動作の いことが他のものよりも著.

しい｡(ハ)は(イ)の改良型であり､密閉型調速機の場合

にはこの構造を採用している｡本格造とすると開閉の動

作時間を各々任意に調節することが出来る｡

第10

Fig.

国 賓閉型調速機用配歴弁

10 ControIValve of Enclosed

Type Governor.

配匿牙の構造には各社によって､程々の塑式があるが

第9圏に日立開放型調速機用と第10圃に日立密閉型調

速機用のものを示す｡

6･サーボモータの動作に就て

負荷 断の際サーボモr∵タの動作を仔細に調べると第

11固a,b,C,d,の様にサーボモータ㌧-の動作速度は必ず

Lも等速ではなく種々の場合がある｡

a囲はガイドべけソの開産が大きい場合に殆んど等速

で全閉或いはその近くまで動作し､教秒を経て無負荷運

軸の開匿に落着く場合

負荷
ガ
イ
ド
ぺ
-
ン
関
長

(α)

f払

(ム)

イ

口

ハ
(C)

(の

帝11固

Fig.11

ガイドべ-ン閉琉歌況曲線

C11rVeSShorwingtheClosing

of Guide Vanes.

b匝Ⅰは等速ではないが徐々に閉じて無負荷の開皮に落

着く場合で､軽負荷

C匝Ⅰはa閻と同様む

断の場合に多い｡

重負荷 断の場合であるが､途中

まで速く閉じて後年が遅くなる場合

d固は矢弓昆り重負荷 断の場合でありヽ閉鎖時間はa

と同じであっても閉じ始めが非常に速い場合

a,bは正常の動作であり､Cほ復原機構の関係からこ

の様な動作となるが賓際にはこの例が相嘗多い｡即ちa

はサーボモータが全閉附近まで閉じた時に復原磯屑によ

って配匿牙を中正位置に戻すのであって､Cはサーボモ

ータが途中まで移動した時に復原機構によって配陸井を

中正位置に戻すために､一時其炭でサーボモータが止り､

其虞からは復原機構のダッシュポットが復原しながら配

陸井を閉方向に動作せしめてサーボモータを閉じるた

め､イーーロ問はサーボモーターが動作する最大速度で閉

じ､ローハ師まダッシュポッ1､タイムiこよって動作時間
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がきめられるのである｡

dは猪筒代第一簗電祈のB社製調速機の動作を調査せ

に見られた現象で､この原因とLて考えられること

ほ､この配匪升も第柑匝の如きものであり､5--(イ)

項の如く匪油の入口に絞り孔があって排油側は配匪弁か

ら制限なしに排出される構造であるから､ガイドべ-ソ

が水陸による不平衡モーメントのために自ら閉じ様とす

る水車に､サーボモータの開側に僅かの客気が入ってい

た様な場合にはdの様な動作をすることがある｡この本

な動作の場合には営然水匪上昇も高くなるので是非共排

泊側で絞る構造に直した方が良い｡

dの様な動作をしてガイドベーソの閉鎖が1同で水陸

上昇が飴り大きくなかったとLても､蓬 線の電匪動揺

のため短時間にサ←ボモータが3～4同開閉する様なこ

とがあれば制匪機が全開して縫うので､其の時dの様

な動作でガイドべ-ソを閉鎖ナると異常な水陸上昇を惹

起することもあり得るのである｡従って水車を 動する

前にほケーシングが無水状態に於て､サーボモータを

3～4往復せLめてサーボモータ内の基気を完全に抜い

てから連綿に入るべきである｡

第12国は猪苗代第一襲電祈に於て宜隙せる新配匿弁

に改造せる場合と改造前の配匪弁によるサ←∵ポモータの

動作並びに水匪上昇等の比較がはつきりと表われている

オシログラムの一例である｡

第33巻 第7琉

Cの場合は別に異常動作と云う 度のものではないが

この様な動作のために何が関係するかと言えばヽaと較

ベると水陸上昇率は殆んど同じであり乍ら全閉 の時間

が長くなるためi･こ速度上昇率が大となる｡従ってこれは

スピーダーの動き;配墜弁の動き;復原機構の動き､等

を調べー復原機構のレバーレシオを修正し得るものは直

した方が良い｡第13周はこれ等の関係を京すもので､

サーボモータが全閉の時に復園機構ほレバーの関係でB

第13岡 復原機構のレバ←餉帰国

Fig.13 Lever with Return Mechanism.

がB2まで上ることになる様なものは､ストロークの途

中でBlまで上った時に配匪弁を中正位置に戻すのでそ

こでサーボモータの動作が止り前記の様に其威から

なるのでのC奉 な動作となるのであるか･ら､全ストロー

クでBがBlまでしか上れない様なレメ㍉一レシオとす

節12 固 新菖配歴弁による調速硬式験に於けるオツシ′ログラム(上は薪配歴弁の場合､下は琶配歴弁の場合)

Fig･12 0scillogramsofGovernorTestResultsUsingDifferentControIValves(NewandOld).
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ベきである｡

7･匪ざ由装置

小型の調速機(日立酎0親以下)には第l固の如く

弛ポンプ及び匪油槽等が一鮭に纏ふうてあるものが多いが

大型になると油ポンプも匪油槽も別個に設けている｡そ

の油ポンプの駆動方式もモータ直結式､小水率直結式等

がある｡

油ポンプの故障としては揚油量の不足､油匪が上らな

いこと或いは起動時に油を吸揚げない場合等があるが､

その原因の主なるものは

(a)ギヤーポンプのサイドギャップが大きくなったも

の

(b)ポンプ軸受の

等である｡

耗が甚だLき場合

空隙運輸に常って泊匪が上らないことに封して検

て見ると､油ポンプの外に安全弁.アンローダー､チエ

ックバルブ及び調速機､入口プチ､制

ーボモータ等から

るので､これ

の西己匪弁やサ

ミ相雷多くなっていることがあ

の何れが悪いかを各々について調べる必

要がある｡党づ油ポンプの給油量を調べるには調速機其

の他各種配転弁入口のストップバルブを閉じて､油ポン

プからの油量ほ全部匪油槽に入る様にして､匪油槽の油

田計によって撃位時間に何立の揚油畳があるかを計測

L､次にそのまゝの状態で油ポンプを停止せしめてチエ

ックバルブからの 油が何立/分かを見る｡次に

配匪弁へ油匪を通Lた時の 油量を

達機

ベる｡次に入口

弁､制匪磯と云う様に順次調査することによって､泊ポ

ソプが悪いか他の何れの部分の

とが出来る｡

いかを材‡ムうるこ

545

調速機操作他にはJES♯140タ←ビン油を使用し油猥

は250C～40eCの範囲で使用するのが望まい､｡アン仁ロ

ーダーのないものは狛ポンプ油量の大部分が安全弁から

吐出されるため池温q)上昇が免がれないので､ポンプ容

量が可成り小さい場合でもアントローダ←を用いた万が良

い｡叉匪油槽は魔窟匿力を保っばかりでなく､油滴も略

一定に保つ必要があるので､自動油回平均装置のないも

のは墨気畳が常に茂宕螢であるかを留意すべきである｡

この外匪油装置に就ては稿を更めて詳細に記述するこ

とゝする｡

[Ⅲ]結 言

調速機は水車婆電機の生命とも言うべき重要なもので

あるから､其の動作は常に安竃 賓なものでなければな

らない｡調速機の事故としてはジャンビング､レーシ∵/

グ､ノ､ソチソグ及び酎匿弁の動作不良､ 油過大､油匿

低下のためl完全動作の不能等が主なるものであるが､

事故の 置についてほ其の原因が何であるかを振究し事

故の原因が一カ所でなく敦カ所に起因閲聯することが多

いため､それ等の一つ一つを調査鮎検することが解決へ

の道である｡

文事故の原因には以上の様な問題もあるが､今後は必

要な箇所にはより以上の精密作業を行うことゝ､張皮的

或いは耐摩耗性に優秀な材料を使用して､永年の運特に

射して性能の攣らぎるものとすることが肝要である｡

筒調達機に闘聯Lて制鮭磯の動作､ の動作､

泊の清掃等と何れもが事故の誘熟こは互いに関係がある

ので､保守に常られる方は運轄の嵩全を期する意味に於

て常に監祓を麒i･こして欲い､｡
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